厚生労働大臣　殿
田辺三菱製薬株式会社 　御中
日本製薬株式会社　御中
ウイルス性肝炎患者の全面救済と

薬害根絶を求める 要請書
　ウイルス性肝炎の患者数は、B型・C型あわせて350万人と推計されます。その多くは、血液製剤や輸血・予防接種・医療行為により感染しました。十分な治療の機会が保障されず、肝硬変・肝臓癌で命を落とす患者も後を絶ちません。
　このうち、フィブリノゲン製剤など血液製剤で感染した者が、国と製薬企業の賠償責任を求めて訴訟を提起しました。被害者救済を求める国民の声を受け、「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法」が、1月11日全会一致で可決・成立しました。

　しかし、附帯決議・和解基本合意書に指摘されているように、被害者の期待に添う救済策は、まだこれからです。原告の救済だけでなく、すべての肝炎患者に対する医療整備・生活保障が望まれています。
肝炎感染を広げた原因解明と、本当に有効な再発防止対策の実現がなければ、肝炎患者が納得できる救済とはいえません。
　そこで、国と製薬企業に、以下の事項を要請します。
１. 厚生労働大臣と企業は、加害責任にもとづいて、すべてのウイルス性肝炎患者の救済に取り組むこと。

２. 肝炎患者が最善の治療をうけられるよう、治療体制を整備し、十分な経済的援助をおこなうこと。

３. このような薬害を二度とおこさないように、真相を解明し、安全対策を拡充すること。
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取り扱い団体・個人
薬害肝炎訴訟を支える会・全国ネット、薬害肝炎全国原告団、弁護団
お問い合わせ先： 薬害肝炎訴訟を支援する会・東京
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-24-2 長井ビル3階 オアシス法律事務所内
Tel：03-5363-0138　　Fax：03-5363-0139
